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11
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
Ｊ
Ｒ
白
河

駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
「
Ｄデ

コ

ラ

ｅｃｏｒａ
し

ら
か
わ
２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽
や
ダ
ン
ス
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
飲
食
ブ
ー
ス
で
は
ご

当
地
グ
ル
メ
や
、
山や

ま
だ
よ
し
つ
ぐ

田
剛
嗣
シ
ェ
フ
に
よ

る
世
界
一
の
限
定
パ
ス
タ
な
ど
が
提
供
さ

れ
、
来
場
者
が
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
し
た
。

　
恒
例
の
日
本
一
長
い
ク
レ
ー
プ
作
り
で

は
子
ど
も
た
ち
が
70
メ
ー
ト
ル
の
ク
レ
ー

プ
を
完
成
さ
せ
、
り
ぶ
ら
ん
で
は
、
地
元

企
業
や
伝
統
技
術
な
ど
の
体
験
ブ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
、
も
の
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
家

族
連
れ
の
姿
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
11
月
10
日
、
コ
ミ
ネ
ス
（
会
津
町
）
で

国
の
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定

を
受
け
た
東
北
地
方
の
７
市
町
が
集
う
「
東

北
歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
６

in
白
河
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
見
町
、
磐
梯
町
、
桑
折
町
の
ほ
か
、

県
外
か
ら
は
、
青
森
県
弘
前
市
、
宮
城
県

多
賀
城
市
、
山
形
県
鶴
岡
市
が
参
加
、
歴

史
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

し
、
観
光
誘
客
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
大
学

院
の
有あ

り
が賀
隆た

か
し

教
授
に
よ
る
基
調
講
演
も
行

わ
れ
、
約
３
０
０
人
の
来
場
者
は
真
剣
な

眼
差
し
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、
白
河
信
用
金
庫
西
支
店
新

白
信
ビ
ル
（
立
石
）
で
、
芥
川
賞
作
家
中

山
義
秀
を
顕
彰
し
、
優
れ
た
歴
史
・
時
代

小
説
を
た
た
え
る
「
第
22
回
中
山
義
秀
文

学
賞
公
開
選
考
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
文
芸
フ
ァ
ン
が
集
ま

り
、
作
家
の
高た

か
は
し
よ
し
お

橋
義
夫
さ
ん
、
竹た

け
だ田

真ま

さ砂

子こ

さ
ん
、
中な

か
む
ら
あ
き
ひ
こ

村
彰
彦
さ
ん
、
文
芸
評
論
家

の
清き

よ
は
ら
や
す
ま
さ

原
康
正
さ
ん
ら
４
人
の
選
考
委
員
が
、

21
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
最
終
選
考
に

選
ば
れ
た
３
作
品
を
論
評
し
ま
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
葛か

つ
し
か
ほ
く
さ
い

飾
北
斎
の
娘
で
天
才

女
絵
師
応お

う
い為

の
生
涯
を
描
い
た
、
朝あ

さ
い井

ま

か
て
さ
ん
の
「
眩く

ら
ら

」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
11
月
５
日
、
コ
ミ
ネ
ス
（
会
津
町
）
で
、

「
第
20
回
し
ら
か
わ
音
楽
の
祭
典
」
第
１

部
市
民
音
楽
祭
が
行
わ
れ
、
小
中
学
校
・

高
校
・
一
般
な
ど
30
団
体
が
合
唱
や
合
奏

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
第
20
回
を
記
念
し
、
参
加
団

体
の
小
中
高
生
を
対
象
に
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
結
成
さ
れ
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
久く

ぼ

た

ゆ

た

か

保
田
悠
太
香
氏
の
指
揮
・
指

導
に
よ
る
、
市
民
歌
「
こ
の
ま
ち
が
す
き
」

や
「
南
湖
の
ほ
と
り
で
」
の
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
後
は
、
客
席
の
合
唱
と
一

体
と
な
り
、
歌
と
演
奏
の
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
11
月
15
日
、
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本
町
）

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
式
が
行

わ
れ
、
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
新
し

く
な
っ
た
施
設
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　
昭
和
46
年
に
商
業
施
設
と
し
て
建
設
さ

れ
た
同
施
設
を
、
多
様
な
市
民
活
動
に
対

応
す
る
空
間
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

も
の
で
、
建
物
中
央
に
は
開
放
的
な
吹
き

抜
け
が
で
き
、
カ
フ
ェ
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
階
に
は
来
年
４
月
に
開
校
す

る
し
ら
か
わ
介
護
福
祉
専
門
学
校
が
入
居

す
る
こ
と
か
ら
、
若
者
を
中
心
と
し
た
幅

広
い
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
10
月
３
日
、
こ
れ
ま
で
県
指
定
史
跡
で

あ
っ
た
「
白し

ら
か
わ
じ
ょ
う
あ
と

川
城
跡
」（
藤
沢
山
ほ
か
）
が
、

正
式
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
白
川
城
跡
は
、
本
市
中
心
部
の
南
東
約

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
に
位
置
す
る
山

城
跡
で
、
白
河
地
方
を
治
め
た
白し

ら
か
わ
ゆ
う
き

河
結
城

氏
の
本
拠
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
発
掘
調
査
で
、

南
北
朝
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま
で
の
城
跡

の
変
遷
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
審
議
会
で
、「
東
北
南
部
の
鎌
倉
武

士
の
政
治
的
発
展
と
変
容
の
歴
史
を
知
る

上
で
貴
重
な
遺
跡
」
と
し
て
、
高
い
評
価

を
受
け
ま
し
た
。

東
北
歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

東
北
の
７
市
町
が
白
河
に
集
う

Ｄ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
し
ら
か
わ
２
０
１
６

未
来
と
希
望
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
22
回
中
山
義
秀
文
学
賞
公
開
選
考
会

朝
井
さ
ん
の
「
眩
」
が
受
賞

第
20
回
し
ら
か
わ
音
楽
の
祭
典

コ
ミ
ネ
ス
に
響
く
市
民
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

白
川
城
跡
が
国
史
跡
に
指
定

結
城
氏
の
本
拠
城
が
明
ら
か
に

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

新
た
な
創
造
交
流
空
間
が
誕
生

▲地元企業のピザつくり体験に参加する子どもたち

▲新たに国史跡となった白川城跡（赤色範囲）▲各団体の長が熱く想いを語ったパネルディスカッション

▲公開選考会ならではの臨場感に包まれた会場の様子

▲明るく開放的な吹き抜けの前でテープカットを行う関係者

▲久保田氏の指揮による特設ジュニアオーケストラの演奏
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